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【３年 三田さん】
僕が今回の葵流祭でいちばん頑張ったことは、生徒会長としての役割です。前期執行

部として、この葵流祭がラストの行事になります。だから、より一層気合いが入ってい
ました。繰り返し、「生徒会長としてできることは何だろう？」と考えました。そして、
生まれた答えが「全校生徒で『葵流祭』を創り上げること」です。それを目標に計画や
準備を頑張ってきました。そして、今日確信しました、目標を達成できたということを。
最高の葵流祭でした。

今年度は、中伊豆中との合同開催「葵流祭・緑流祭 文化交流の部」とし
て、両校の合唱や吹奏楽部・器楽部の演奏などを計画しておりました。しか
し、新型コロナ感染症の感染拡大を防止するため、やむなく本校のみの葵流
祭となりました。また、練習や本番での密を避けたり、合唱での飛沫を防い
だりするために、種目や合唱の内容を変更することになりました。そして、
本来ならば数多くの保護者や地域の皆様に参観していただきたかったのです
が、入場者の制限をすることになり、申し訳なく思っております。
しかし、様々な制限の中で今できることを全力で取り組む姿が見られまし

た。上記の三田さんの言葉にあるとおり、「全校生徒で『葵流祭』を創り上げる」ために、
自分のできることを探し、より上を目指して一生懸命になっている子供たちの姿が、葵流祭

の成果だと思います。走って準備する用具係、臨機応変に
アナウンスする放送係、準備や片付けを進んで手伝う多く
の生徒たち。温かい家庭や地域の中で育まれたすばらしい
人間力が身についているのだと感じました。
10月中旬には、各学年で「天城学習」を行います。詳細

は次月号でお知らせしますが、今度は学習面での子供たち
のすばらしい表れをお伝えできることと思います。


